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 ②血圧上昇に関連する Angiotensin-converting enzyme (ACE) の阻害 









は有意な抗酸化活性（5.00 mg / mLで 75.4％）、ACE阻害活性（IC50 = 0.430 mg / mL）、
DPP-IV阻害活性（IC50 = 3.52 mg / mL）という多機能な生理活性を示した。また、
HLWEの低分子の画分（< 6 kDa）が抗酸化活性及び ACE阻害活性に寄与し、高分子










学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、調査委員からイエバエ幼虫の有用性及び育成培地の違いなど、検体自
体の性質に対する質問や実験手法、解析法について多くの質問がなされた。また、イエ
バエ幼虫の水抽出物が示した多機能な生理活性に関する質問もなされた。いずれの質問
に対しても著者からの満足（明確）な回答が得られため、公聴会における多数の出席者
は、著者の説明を充分に理解することができた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
